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昨
年
度
朝
日
町
へ
寄
せ
ら
れ
た
ふ

る
さ
と
納
税
寄
付
は
９
３
５
９
件
（
前

年
度
比
１・２
倍
）
で
、
寄
付
総
額
は

１
億
５
３
０
万
円
（
前
年
度
比
１・３
倍
）

と
な
り
ま
し
た
。
寄
付
者
が
希
望
す
る

寄
付
金
の
使
い
道
で
最
も
多
か
っ
た
の
は

「
町
長
に
お
ま
か
せ
」事
業（
３
６
８
８
万

円
）、
次
い
で
「
た
く
ま
し
い
朝
日
っ
子

育
成
」（
２
９
２
２
万
円
）、「
日
本
一り
ん

ご
の
里
づ
く
り
」（
１
４
３
６
万
円
）
が

続
き
、
子
育
て
支
援
や
町
農
産
業
に
関

心
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

返
礼
品
の
割
合
で
は
、
ワ
イ
ン
が

50
％
、
り
ん
ご
他
、
さ
く
ら
ん
ぼ
や
ラ
・

フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
町
内
産
青
果
が
44
％
、

食
肉
お
よ
び
青
果
加
工
品
が
１・８
％
、

米
が
１・６
％
と
約
98
％
を
農
産
物
が
占

め
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

　
町
は
こ
れ
ま
で
、
返
礼
割
合
に
つ
い
て

概
ね
３
割
と
定
め
、
過
度
な
返
礼
品
の

送
付
を
行
わ
ず
、
各
種
デ
ザ
イ
ン
の
統

一や
寄
付
者
へ
の
定
期
的
な
寄
付
金
活
用

施
策
の
公
表
な
ど
、
同
制
度
の
趣
旨
を

踏
ま
え
て
活
用
し
な
が
ら
「
朝
日
町
フ
ァ

ン
」
の
確
保
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
「
今
年
度
も
、
寄
付
金
の
使
い
道
に
つ

い
て
よ
り
具
体
的
な
施
策
を
発
信
す
る
な

ど
、
特
産
品
の
み
な
ら
ず
町
自
体
へ
の
関

心
を
深
め
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
継
続
し

ま
す
」
と
、
業
務
を
担
当
す
る
政
策
推
進

課
の
三
浦
浩一課
長
。「
町
の
課
題
を
寄
付

者
と
と
も
に
解
決
し
、
思
い
を
形
に
す
る

こ
と
で
『
選
ば
れ
る
』
町
を
目
指
し
た
い
」

と
今
後
の
運
営
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　「仕事をする」ということ
　～人は仕事を通じて

成長していくものである～

　皆さんも聞いたことがあるかも知れません。
古代エジプトを舞台にした有名な寓話です。
　額に汗して巨石を運んでいる３人に、通りが
かった旅人が質問をしました。「あなたは今何を
しているのですか」と尋ねたところ、初めの１人
は「見ればわかるだろう。私はこの石を運んで
いるだけだ」と答え、次の人は「あのピラミッド
を造るため、石を運んでいる」と答えたそうです。
そして３番目の人に尋ねたところ「私はエジプト
文明の歴史を築いているのです」と誇らしげに
答えたそうです。
　まったく同じ仕事をしていても、こんなにも捉
え方に違いが出てくるのはなぜだろうと考えて
しまいます。
　どんな仕事にも意味があります。その仕事の
目的は何なのか。また目的達成の意義は何なの
か。それぞれの視点により、捉える意味も大き
く変わってきます。
　この５月25日、商工会の通常総代会がありま
した。その席上、勤続満30年の方々など30名に、
町長さらには商工会長から永年勤続優良従業員
表彰が手渡されました。日々努力を惜しまず真
面目で誠実な仕事への取り組みが、昨日よりは
今日、今日よりは明日と、着実な技術の向上と
熟練者としての成長につながってきたのではな
いでしょうか。そうした永年の努力の積み重ね
が、社業はもちろん、地域産業の発展、さらに
は社会への貢献に大きくつながっていると実感
させていただきました。
　「人は仕事を通じて成長していくものです。自
らの心を高め、心を豊かにするために、精いっ
ぱい仕事に打ち込む。それによって、よりいっ
そう自分の人生をすばらしいものにしていくこと
ができるのです」という、京セラ創業者である
稲盛和夫氏の言葉が、深く心に沁みてくるので
した。

　　町長歳時記　（131）

　５月 23 日、あさひ保育園の園児たちが水本の菜の花畑を訪
問し、菜の花の迷路を探検しました。この菜の花畑は、毎年「水
本菜の花協議会（岡﨑吉博代表）」の皆さんが育てているもの。
５月 21日には菜の花を観て撮って楽しむイベント「菜の花観写
祭９」が開催され、当日は約 50 人のお客さまが、ゲストの送
橋神明こぶし太鼓の演奏とともに満開の花畑を楽しみました。

　表紙の写真

今月の注目情報Pick Up News

使い道 件数（件）金額（万円）
町長におまかせ 3,191 3,688
たくましい朝日っ子育成 2,618 2,922
日本一りんごの里づくり 1,316 1,436
空気澄むふるさとづくり 949 1,051
みんな温か交流・観光 492 538
みんな達者でにこにこ元気 410 465
支えあう集落元気 377 421
記入なし ６ ９
合計 9,359 10,530

【使い道別の寄付件数と金額】

【ふるさと納税に関する問合せ先】政策推進課 ブランド推進係　☎６７-２１１２

【希望返礼品別の割合】

（政策推進課まとめ）

530１総額 億 万円

9,359
件

町長歳時記　
Pick Up News
　平成 28 年度 朝日町ふるさと納税寄付実績を報告します
特集
　山の恵みをいただきます！
町政スポット
　・朝日町しごとサポート連携協議会「しごと相談窓口」を開設しました
　・やまがた絆の森プロジェクト「ニッサンの森」（白倉）開山式
　・朝日中学校１年生「朝日探求の日」
６月５日は朝日町空気の日
まちレポ
　・町小学校陸上競技記録会
　・古民家カフェ「すんたく」オープン
　・モンテディオ山形朝日町民応援デー　ほか
６総策定町民ワークショップふりかえり新聞
健康あさひるばんざい、朝日町エコミュージアムサテラ
イト散策、それいけ協力隊とウサヒ、町立図書館コーナー
町民の声、「自分を励ます絵手紙」第３集と「句集 ともしび」を出版
戸籍のまど、となりのリンゴさん、町の主な行事・イベント
白熱！西五百川小すもう大会
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実績を報告します朝日町ふるさと納税寄付
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春
を
彩
る
里
山
の
食
卓

　
中
山
間
地
に
位
置
し
、
豊
か
な
里
山
に
囲

ま
れ
た
朝
日
町
で
は
、
季
節
に
よ
っ
て
様
々

な
種
類
の
山
菜
が
採
れ
ま
す
。
特
に
、
春

先
か
ら
初
夏
に
か
け
て
は
収
穫
の
ピ
ー
ク
。

わ
ら
び
や
ク
サ
ソ
テ
ツ
（
こ
ご
み
）、
た
け

の
こ
に
フ
キ
、
ふ
き
の
と
う
な
ど
、
食
卓
を

彩
る
山
菜
料
理
に
春
を
感
じ
る
と
い
う
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
ら
季
節
の
山
菜
の
知
識
や
調
理
法
は
、

家
庭
や
ご
近
所
付
き
合
い
、
そ
の
会
話
の
中

で
自
然
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
し
か
し
、
家
庭
環
境
の
変
化
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
そ

の
継
承
も
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

山
菜
の
魅
力
に
触
れ
て
み
よ
う

　
特
に
若
い
世
代
で
は
「
山
菜
を
い
た
だ
い

た
け
ど
調
理
法
が
わ
か
ら
な
い
」「
教
わ
る

人
が
い
な
い
」
と
い
う
悩
み
も
多
い
は
ず
。

そ
こ
で
今
号
で
は
、山
菜
の
あ
く
ぬ
き
な
ど
、

調
理
の
基
本
を
改
め
て
町
の
お
母
さ
ん
に
教

え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の

季
節
に
ぜ
ひ
挑
戦
し
た
い
郷
土
料
理
「
笹
巻

き
」
作
り
を
学
び
ま
す
。

　
里
山
な
ら
で
は
の
山
の
恵
み
の
ご
ち
そ
う

料
理
、
家
族
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
紹
介
す
る
レ
シ
ピ
の
分
量
は
、
あ
え
て
正
確
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
家
庭
の
好
み
で
調
節
し
て
く
だ
さ
い
。

の みを
いただきます！
山 恵

やってみよう！ 基本の“あくぬき”

講師の紹介山菜ミニ知識【わらび】朝日町での旬…４月～６月

▶たけのこ ( 孟宗竹）
　用意するもの：米ぬか
　分量の目安：たけのこ１kg に対して
　米ぬか１カップ程度
　（水量は、たけのこ全体が水に浸かる
　程度）

　春になると、畑やスーパーの売り場、いただきものなどで、目にしない日はない季節の山菜。「どん
な味かな？」と気にはなっても、調理法がわからないから諦めたという経験、ありませんか。
　若い世代は特に、学ぶ機会の少なくなった山菜料理。今更聞き辛いその基本を、町のお母さんに聞
いてみました。やってみると意外と簡単？「おふくろの味」にぜひチャレンジしてみてください。

地域の食と郷土料理を学ぶ

松田 操さん（栄町）
　昨年実施の第 17 回山形ふるさとＣＭ大賞（主催：
山形テレビ）で、特別賞「ほのぼの賞」を受賞した朝
日町のＣＭ「りんごと暮らす町」。その本編中でも、や
さしいおばあちゃん役を務めてくれました（右写真）。
　「笹巻きなんかは、お嫁にきてからお姑さんにおしぇ
で（教えて）もらったんだ」と笑う松田さん。自家製
こんにゃく作りも名人級と評判のお料理上手です。

　日当たりの良い原野や林床などに群
生。30 センチほどに成長した若芽を
採取します。シャキシャキとした歯ご
たえとぬめりが特徴で、クセも少なく
美味しい山菜です。
　また、栄養価としては、皮膚や血管
の老化を防ぎ、免疫力を高めるといわ
れるビタミンＥを豊富に含みます。

　生では毒性が強いため、あくぬきが
必要です。ただし塩漬けや天日干しを
すれば、あくぬき無しでも食べられる
ようになります。干したわらびは、戻
すとまるでゼンマイのようにふっくら
とした食感になります。
　おひたしのほか、天ぷらや煮物、漬
け物などでいただきます。

▶わらび
　用意するもの：木灰または重曹
　分量の目安：木灰→ワラビ１kg 
　に対して水２ℓ、灰を一握り　　
　重曹→ワラビ１kg に対して水２
　ℓ、重曹小さじ１杯程度

１）準備
　なべに湯を沸かします。湯量とな
　べの大きさは、わらびがすっぽり
　入りきることが目安。わらびの頭
　の部分を切り落しておきます。

１）準備
　たけのこの皮をむきます。
　たけのこの先端５分の１程度を斜
　めに切りおとし、１～２センチの
　深さで縦に包丁を入れます。
　白い身の部分が見えるところま
　でむき、根の固い部分を残して、
　大きめのぶつ切りにします。
※食べられる部分の見分け方は、包丁
　が入るかどうかを目安にします。

３）すすぎ
　水が濁っていれば（右写真）、あく
　が抜けている証拠。何度か水を替
　えてすすぎ、苦みが残っているよ
　うなら、しばらく水にさらします。

２）あくぬき
　なべにたけのこを入れ、全体が浸
　かるくらいの水を張ります。米ぬ
　かを入れ、落し蓋をして火にかけ
　ます。沸騰したら火を弱め、ぐつ
　ぐつと30 分～１時間程度煮ます。

４）完了！
　色もきれいにできました。火も
　通っているので、このまま食べ
　られます。

３）完了！
　竹ぐしが刺さるほど柔らかくなっ
　たら、なべに入れたままの状態で
　冷まして完了です。米ぬかを洗い
　流して食べましょう。

２）あくぬき
　湯が沸騰したら火を止め、灰また
　は重曹を入れます。わらびをひた
　し、何度か返して全体に行き渡ら
　せます。浮かないように落し蓋や
　重しをして、一昼夜放置します。

特 集

昔ながらのおやつ
笹巻きの作り方も！

▲食べ頃のわらび。採取する際は根本を持ち、
手を傾けると柔らかい部分から自然に折れます
※採取はマナーを守り、栽培地や私有地に立ち
入ることのないように十分お気を付けください

まんず
りんごでもけぇ！

　　特集　山の恵みをいただきます！
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“おふくろの味”山菜料理にチャレンジ親子で一緒に！「笹巻き」をつくってみよう
★わらびアレンジ３点盛り
　おつまみや箸休めに最適な簡単アレンジ３種を紹介。

材料：あくぬきしたわらび…それぞれ適量
①わらびの醤油漬け（醤油またはめんつゆ、生姜、砂糖）
②わらびの天ぷら（天ぷら粉、ゴマ、塩、揚げ油）
③わらびの中華風和えもの（にんじん、生姜、くるみ
　またはゴマ、醤油またはめんつゆ、ごま油、一味唐辛子）

★たけのこの煮物（味噌あじ）
　いつもの煮物も味噌あじだとまた違ったおいしさ。肉
を一度こんがり焼いてから煮るのがポイントです。

材料：あくぬきしたたけのこ…適量、とりもも肉（豚
肉でも可）…１枚、しいたけ（他のきのこでも可）…６枚、
木の芽（なくても可）…少々、だしの素・味噌・みりん・
砂糖・サラダ油…それぞれ適量

★「おどご巻き」と、「おなご巻き」、
　２種類の巻き方にチャレンジ
材料：（約 40 個）もち米…一升（10 合）、笹の葉…「お
どご巻き」は１個に２枚・「おなご巻き」は１個に３枚、
イグサ紐（結い紐）…40 本、きな粉・砂糖・塩…適量

※笹の葉は幅５～６センチ、長さ25 ～７センチくらいが理想
※イグサ紐は今の時期なら町内スーパーなどで手に入ります

①わらびの醤油漬け
　あくぬきしたわらびを半分の長さ
　に切り（１本のままでもＯＫ）、生
　姜は短い千切りにして、保存用の
　ポリ袋に入れます。
　お好みで醤油（めんつゆ）、砂糖
　で味付けします。袋のまま軽く揉
　み込んだら袋の空気を抜き、わら
　び全体が液に浸かった状態で冷
　蔵保存します。２～３時間で食べ
　頃になり、２日程度日持ちします。

１）準備
　たけのこ、とりもも肉、しいたけを
　一口大に切ります。フライパンに
　油を引き、もも肉を皮目からキツ
　ネ色になるまでこんがり焼きます。

１）準備
　もち米をといで１晩水につけておきます。笹の葉は水洗い
　し、先端１センチほどを切り落とします。イグサ紐を湯に
　ひたし、やわらかくしておきます。

２）味付け～煮込み
　とりもも肉をいためた油ごとな
　べに移します。しいたけとたけ
　のこを入れ、なべ底全体に広が
　る程度の水を加えます。
　だしの素、味噌、みりん、砂糖
　で味付けをし（煮込むので少し
　薄めに）、火にかけます。
　沸騰したら火を弱め、30 分程度
　煮込みます。火を止めて冷まし、
　味を染みこませます。

３）盛り付け
　器に盛り付け、木の芽（さんしょ
　うの若芽）を手の平で叩いて散
　らせば完成です。

４）茹でる
　笹巻きをなべに並べ、全体にかぶ
　るくらいの水と、塩を少々ふり、
　蓋をして火にかけます。
　沸騰してから20 ～ 30 分ほどぐ
　つぐつと煮ます。煮えたら湯を捨
　て、ざるやなべに移してそのまま
　蒸らします。
　（湯を捨てずにそのまま蒸らしても
　いいです。その場合は餅のような
　柔らかい食感になります）

５）食べ方
　きな粉に砂糖と塩をお好み
　で混ぜ、それにつけていた
　だきます。
※常温で２～３日日持ちします
※余った笹は、軽く湯通ししてか
　ら冷凍保存できます。使う時は
　ぬるま湯で戻します

②わらびの天ぷら
　あくぬきしたわらびを半分～３分
　の１の長さに切ります。天ぷら粉
　を水で溶き、お好みでゴマと塩を
　入れます（Ａ）。
　フライパンに油を注ぎ、180 度
　に熱します。軽く粉を振ったわら
　びを（Ａ）の液にくぐらせ、数本
　ずつまとめて１分程度サッと揚げ
　たら完成です。塩や醤油でいただ
　きます。

③わらびの中華風和えもの
　わらびは一口大、にんじん、生姜
　は短い千切りにします。くるみ（ゴ
　マ）は炒って砕いておきます。
　和えタレとして醤油（めんつゆ）と
　ごま油を２：１の割合で混ぜ、一味
　唐辛子を振ります。全ての材料を
　ボウルに入れ、混ぜ合わせます。
　和えてすぐでも食べられますが、
　少し時間を置くと味がなじんでお
　いしくなります。

完成！

召しあがれ～～♪

※(写真左から)醤油漬け、
天ぷら、中華風和えもの

【塩漬けわらび】＆【干しわらび】あくぬき不要！１年中食べられる保存食

【干しわらびの作り方】
たっぷりの水で、生のわらびを沸騰
直前まで茹でます。茹でたら茣蓙（ご
ざ）などに広げ天日にさらし、時々も
み返しながらカラカラになるまで乾燥
させます。ポリ袋などに乾燥剤と一
緒に入れ、冷暗所などで保存します。

※食べるときは半日程度水で戻し、な
べで水からゆっくり茹でます。水を替
えながら茹で、やわらかくふっくらと
なれば食べ頃です。

【塩漬けわらびの作り方】
漬け樽の底が白くなるくらい塩をふ
り、生のわらびを並べます。全体を
塩で蓋をするようにしながら重ねて
いきます。落し蓋をして重しをのせ
ます。時間が立つと水が出てくるの
で水を捨て、さらに塩をまぶし、冷
暗所で保存します。

※常温で半年～１年間保存可能です。食
べるときは一度茹でて冷まし、数度水
を替えながら塩抜きします。

２）お米をつめる
　笹を裏返して２枚重ね、利き手の
　方が先端側になるように持ちます。
　笹のツルツルした面を上にして
　両端を内側に巻き込む
　ように折り込みます（①
　～②）。この時利き手側
　の笹を上に重ねます。
　三角の袋のようになった
　部分に８分目くらいまで
　もち米をつめます（③）。
　笹がバラけないように押
　さえながら、上部をフタ
　のようにかぶせます（④）。

３- １）おどご巻き
　２）の状態からフタをした
　部分を結びます。イグサ
　紐の先を口にくわえ、笹
　巻きのフタの周りをぐる
　ぐると２周巻きます。
　巻いた紐の下に紐をくぐ
　らせ、最後に片結びで留
　めます（①～③）。

３- ２）おなご巻き
　 ２）の状態のフタの上から、

もう１枚笹を巻きます。三
角 のフチに沿って笹を巻
き、おにぎりのような形に
します（①～③）。

　 イグサ紐を口にくわえ、　
巻いた笹がとれないよう
に紐で周りをぐるっと押
さえるように３周ほど巻
き、中央で片結びします。

１

１

3

1
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■総合産業課 商工振興係　☎６７－２１１３

朝日町しごとサポート連携協議会「しごと相談窓口」を開設しました

　
町
内
の
求
人
募
集
や
、
創
業
お

よ
び
就
農
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
る
総
合
窓
口
と
し
て
、
町
総

合
産
業
課
内
に
「
し
ご
と
相
談
窓

口
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
と
町
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
さ
が
え

西
村
山
、
寒
河
江
公
共
職
業
安

定
所
、
町
内
金
融
機
関
な
ど
で
組

織
す
る
「
町
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
連

携
協
議
会
」
に
よ
る
開
設
。
町
内

で
の
就
労
促
進
と
雇
用
の
確
保
、

地
域
産
業
の
振
興
と
発
展
を
目

的
と
し
、
各
関
係
機
関
の
相
談
窓

口
を
一
元
化
す
る
こ
と
で
、
情
報

や
支
援
内
容
を
一
括
し
て
提
供
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
「
町
企
業
か
ら
の
『
求
人
応
募
が

少
な
い
』
と
い
う
声
や
、
創
業
・
就

農
希
望
者
か
ら
の
『
ど
こ
で
ど
ん
な

支
援
が
受
け
ら
れ
る
の
か
わ
か
ら
な

い
』
と
い
う
声
か
ら
、
今
回
の
窓
口

開
設
と
な
り
ま
し
た
。
町
と
関
係

機
関
が
連
携
し
て
積
極
的
な
情
報

提
供
と
発
信
、
支
援
を
行
い
、
新

た
な
産
業
の
創
出
や
、
農
業
・
商

工
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
」

と
総
合
産
業
課
の
鈴
木
俊
治
課
長
。

　
相
談
は
常
時
（
平
日
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
）
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「しごと相談窓口」の役割

商工会

「こんな補助金があります」
「創業の相談に乗ります」

金融機関

「こんな融資があります」
「事業計画作りの相談に乗ります」

ＪＡさがえ西村山

「こんな融資があります」
「就農の相談に乗ります」

町役場

「こんな補助金があります」
「農地の提供ができます」
「研修受け入れ農家等を紹
介します」

「仕事場として空き家、空
き店舗を紹介します」

しごと相談窓口
（各関係機関の総合窓口）

町内企業・商店など
「こんな人材を探しています」

「インターンを受け入れています」

朝日町で創業したい！
就農したい！

①各関係機関の持つ支援策などの情報を事前に集約します
②町での創業・就農についての相談を受け付け、一括して情報提供します
③町内企業や商店、農家などの求人情報を受け付け、町広報への掲載など、
　求職者等へ広く情報発信します

相　談
（調査票の提出）

町広報おしらせ板への掲載
（相談者等へ求人情報の紹介）

支援制度
・

機関の案内

情報提供

▶町しごとサポート連携協議会事務局（総合産業課内）　☎６７-２１１３　FAX：６７-２１１７　Mail：shoko@town.asahi.yamagata.jp

【各関係機関】

情報提供求
人
募
集
・

情
報
提
供

【調査票の主な記載内容】

○氏名・年齢・職歴

○仕事内容・希望する支援

○資本金の有無・金額

○連携機関への情報提供に
　関する同意について

やまがた絆の森プロジェクト「ニッサンの森」（白倉）開山式
■農林振興課 事業係　☎６７－２１１４

　
豊
か
な
森
林
の
保
全
と
活
用
を
通

し
、
企
業
と
地
域
と
の
絆
を
深
め
る

県
の
事
業
「
や
ま
が
た
絆
の
森
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」。
町
は
今
年
３
月
、
山
形

日
産
自
動
車
株
式
会
社
お
よ
び
日
産

プ
リ
ン
ス
山
形
販
売
株
式
会
社
（
小

関
眞
一
代
表
取
締
役
）
と
、
絆
の
森

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
Ａ
ｓ
ａ
ｈ
ｉ
自
然
観
と
そ
の
周
辺

地
を
「
ニ
ッ
サ
ン
の
森
」
と
し
、
５

カ
年
に
渡
り
森
づ
く
り
等
の
活
動
で

協
力
す
る
協
定
。
そ
の
開
山
式
が
６

月
５
日
、
Ａ
ｓ
ａ
ｈ
ｉ
自
然
観
で
行

わ
れ
、
同
社
社
員
と
そ
の
家
族
な
ど
、

約
１
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
山
式
で
は
、
は
じ
め
に
同
社
の

小
関
代
表
取
締
役
が「
当
社
ロ
ゴ
マ
ー

ク
は
太
陽（
＝
朝
日
）が
由
来
で
あ
り
、

朝
日
町
に
は
深
い
縁
を
感
じ
る
。
ま

た
、
こ
の
土
地
の
す
ば
ら
し
い
自
然

と
空
気
に
感
謝
し
、
地
域
と
と
も
に

生
き
る
企
業
と
し
て
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減

な
ど
環
境
保
全
に
努
め
、
森
づ
く
り

に
励
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
同
地
に
設
置
し
た
記
念
看

板
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
第
１
回
目
の
森
づ
く
り
活

動
で
は
、
歩
道
整
備
と
下
刈
り
作
業

に
汗
を
流
し
た
ほ
か
、
苗
木
づ
く
り

を
実
施
。
今
年
度
は
、
同
様
の
活
動

を
森
林
学
習
や
地
域
交
流
な
ど
も
含

め
て
計
３
回
予
定
し
て
い
ま
す
。

▲「ニッサンの森」入り
口の看板前で記念撮影
◀（上）班ごとに分か
れて森の下刈り作業

（下）「森のホームステイ」
として、ミズナラの苗を
持ち帰り、数年後に森
へと返す取り組み

　

５
月
18
日
、「
朝
日
探

求
の
日
」
と
し
て
朝
日
中

学
校
の
１
年
生
47
人
が
町

内
の
施
設
や
史
跡
を
巡
り
、

現
地
の
有
識
者
な
ど
に
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

「
朝
日
町
を
知
る
」
を
テ
ー

マ
に
取
り
組
ん
で
き
た
探
求

型
学
習
の
一
環
。町
の「
自
然・

歴
史
・
人
・
り
ん
ご
」
を
通

し
て
、
そ
の
魅
力
の
再
発
見

や
自
分
と
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て
考
え
な
が
ら
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
深
め
ま
す
。

　

今
回
は
、
盲
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
和
合
荘
、
道
の

駅
あ
さ
ひ
ま
ち
「
り
ん
ご
の

森
」、
若
宮
寺
（
八
ツ
沼
）、

旧
三
中
分
校
、椹
平
の
棚
田
、

朝
日
果
実
流
通
セ
ン
タ
ー
、

薬
師
如
来
立
像
（
新
宿
）
の

７
カ
所
を
巡
り
、
地
域
の

方
々
に
お
話
を
う
か
が
っ
た

ほ
か
、
和
合
荘
や
道
の
駅
あ

さ
ひ
ま
ち
、
椹
平
の
棚
田
で

は
合
唱
を
披
露
。
菅
井
美
聡

さ
ん
（
沼
向
）
は
、「
道
の

駅
は
何
度
も
訪
れ
て
い
る
け

ど
、
ト
イ
レ
や
屋
根
の
形
の

工
夫
な
ど
、
話
を
聞
い
て
初

め
て
知
る
驚
き
が
あ
っ
た
」

と
語
り
、
熱
心
に
メ
モ
を

取
っ
て
い
ま
し
た
。

町歩きで地域の皆さんに学ぶ
朝日中学校１年生「朝日探求の日」

▲県指定有形文化財である
旧三中分校を訪問
◀▼椹平の棚田が一望できる
一本松公園。環境保全の取り
組みについて学び、校歌を合唱

　　町政スポット
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空気の日空気の日
6月5日は 朝日町6月5日は 朝日町

　「空気の恩恵を人間は忘れている。
世界に先駆けてわが町に空気神社を
造ろう」――。
　故白川千代雄氏（松程）が提唱し
たのは、昭和 48 年のことでした。そ
の後、自然崇敬の高まりを願い、昭
和 63 年に「空気神社建立奉賛会（故
菅井敏夫会長）」が創設され、平成２
年、世界に類例のない環境モニュメ
ント「空気神社」が白倉に完成しま
した。
　町は平成４年３月、世界環境デー
の６月５日を条例で「朝日町空気の日」
に制定。６月上旬の「空気まつり」や
各種取り組みを通じて、空気の大切
さをよびかけるとともに、自然豊かな
町を広く発信しています。

町議会 6 月定例会は

「空気に感謝する議会」

　6 月 5 日（世界環境デー）の「朝日町空
気の日」にちなみ、町は町議会 6 月定例会
を「空気に感謝する議会」としています。
　6 月２日から７日にかけて開催された６月
議会定例会では、２日の本会議の開会前、
空気に感謝する姿勢を示した（両手を上げ
て天を仰ぎ深呼吸）ほか、議員、町執行部
ともに空気神社のネックストラップを着用。
机上には町の木「ブナ」の幼木を置き、町
をあげて空気に感謝し、自然環境を大切に
する姿勢を発信しています。

　「空気」や「自然」にちなんだ多くの関連事業を実施。年に一度、
地下にある空気神社の本殿が一般公開されるほか、５ｍ四方の
ステンレスでできた神殿上で「みこの舞」が披露されます。
　今年は時折雨のぱらつく天候ながら、多くの来場者で賑わい、
３日間で約 2,500 人が会場の Asahi 自然観を訪れました。空気まつり（6/3 ～５）

空気の恩恵に感謝

▲▶まつりのメインイベントである「みこの舞」。毎年これを目当
てに多くの人が足を運ぶ。今年も宮宿小（和合地区）の４～６年
生の女子児童７人が、神社に奉納する優美な舞を披露した

◀▲各種イベントも盛況。①ツリー
イング体験 ②チェーンソーアート ③
自転車遊び ④空気神社本殿ご開帳

▶空気が縁で10年前から空気まつり
を訪れ、神社周辺の環境整備を支援
する「ダイキン工業株式会社（大阪府）」。
今年も特別ブースで展示会を開催

1

2

3

4
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▶当日のスタジアムは、モ
ンテサポーターでいっぱい

◀棚田の維持と景観を守る
保全会活動。草刈りの様子

６年女子 １位 記録 ２位 ３位
100 ｍ 長岡桃子 ( 宮 ) 15 秒４ 布施琴音(宮)堀 美鈴(宮)

70 ｍＨ 堀　美鈴 ( 宮 ) 13 秒０ 長岡桃子(宮)渡邉紗代(宮)

800 ｍ 布施琴音 ( 宮 ) ２分 48 秒３ 早坂優希 ( 大 ) 阿部桃花 ( 宮 )
走幅跳 伊藤穂乃花 ( 西 ) ３m02cm 長岡萌美 ( 西 ) 海野花歩 ( 宮 )
走高跳 長岡桃子 ( 宮 ) １m08cm 渡邉紗代 ( 宮 ) 大沼愛華(宮)若月保歩(西)

400 ｍリレー １位 記録 ２位 ３位
男子 大谷Ａ １分３秒５ 宮宿Ａ 西五百川Ａ

（大谷Ａチーム選手　鈴木凛太・志藤大地・鈴木明空・本間樹真）
女子 宮宿Ａ １分３秒（大会新）宮宿Ｂ 大谷Ａ

（宮宿Ａチーム選手　長岡桃子・渡邉紗代・堀美鈴・大沼愛華）

６年男子 １位 記録 ２位 ３位
100 ｍ 志藤大地 ( 大 ) 14 秒４ 阿部大翔 ( 西 ) 阿部秀飛 ( 宮 )
70 ｍＨ 志藤大地 ( 大 ) 11秒５( 大会新) 本間樹真 ( 大 ) 阿部大翔 ( 西 )
1000 ｍ 阿部大翔 ( 西 ) ３分 43 秒３ 鈴木凛太 ( 大 ) 阿部凌太 ( 宮 )
走幅跳 志藤大地 ( 大 ) ３m92cm 阿部奏翔 ( 宮 ) 阿部秀飛 ( 宮 )
走高跳 柏倉　和 ( 西 ) １m10cm 細谷慶太朗 ( 宮 ) 布施珀斗 ( 宮 )

５年女子 １位 記録 ２位 ３位
100 ｍ 峯田結羽 ( 宮 ) 16 秒４ 設楽みらい ( 宮 ) 小松萌姫 ( 西 )
70 ｍＨ 小松萌姫 ( 西 ) 13 秒４ 設楽みらい ( 宮 ) 小嶋愛桜 ( 大 )
800 ｍ 峯田結羽 ( 宮 ) ２分 47 秒８ 大竹　紬 ( 宮 ) 堀　光姫 ( 大 )
走幅跳 設楽みらい ( 宮 ) ３m10cm 白田依音 ( 大 ) 遠藤香春 ( 大 )
走高跳 佐竹紫音 ( 宮 ) １ｍ03cm 熊谷美菜 ( 宮 ) 小嶋愛桜 ( 大 )

５年男子 １位 記録 ２位 ３位
100ｍ 鈴木明空( 大 ) 15 秒７ 滝川　壯( 宮 ) 海藤　珀( 西 )
70ｍＨ 滝川　壯( 宮 ) 13 秒２ 鈴木明空( 大 ) 海藤　珀( 西 )
1000ｍ 海藤　珀( 西 ) ３分 36 秒８ 堀　龍空( 宮 ) 三上來貴( 宮 )
走幅跳 鈴木明空( 大 ) ３ｍ57cm 長岡丈裕( 西 ) 千葉寛明( 宮 )
走高跳 滝川　壯( 宮 ) １ｍ11cm 佐藤涼介( 大 ) 松尾康太( 宮 )

町小学校陸上競技記録会
小学５・6 年生が自己ベストに挑み奮闘

　西五百川小グラウンドを会場に、町内 3 小
学校の 5・6 年生101人が出場。必須種目の
100ｍ走、70ｍハードルのほか、走り幅跳び、
走り高跳び、持久走（男子…1000ｍ、女子…
800ｍ）の３種目の中から1種目にエントリー
し、自己ベストを目指して奮闘しました。
　６年男子70ｍハードルと女子400ｍリレー
では大会新記録が更新されました。記録更新
を果たした志藤大地さん（栗木沢）と宮宿女
子Ａチームには特別なメダルが贈られました。

　民話や昔ながらの暮らしを発信することで町おこしをする「星の
会」（成原千枝代表）主催のカフェが５月14日にオープンしました。
前田沢地区にある古民家「新宅（すんたく）今井家」。同会では、
平成 27 年度よりこれを借り受けて「宿のやかた」としました。こ
こを活動拠点として、月１回程度でイベントを開催しています。
　古民家カフェ「すんたく」は今年11月までの毎月（８月を除く）
第２日曜日にオープン。四季折々の庭に囲まれた古民家で、町に伝
わる昔話と抹茶などを楽しむことができます。

　朝日町民応援デーに指定されたモンテディオ山形のホームゲーム、
レノファ山口戦が 5月21日、ＮＤソフトスタジアム山形で行われました。
　鈴木町長のほか、小林教育長、「モンテディオあさひ応援隊」
のメンバー等が選手に特産のワインとりんごジュースを贈り激
励。また、桃色ウサヒとモンテディオ山形のマスコット「ディーオ」
と共に、町のＰＲを行いました。試合は交互に点を取り合う白熱
した展開。同点で迎えたラストプレー、モンテディオ山形が１点
を決め、３－２で逆転勝利。観客も大興奮の１日でした。

　町へ若者を呼び込む新たな町おこしとして企画されたカー
ミーティング「サマーオブザフック 2017」が５月 28 日、
Asahi 自然観駐車場で開催されました。齋藤隆さん（本町）
が主催し、同級生などの仲間と運営。４年目となる今年は約
140 台のエントリーがあり、遠方では千葉県や青森県から
の参加もありました。こだわりの車がずらりと並ぶ圧巻の景
色をひと目見ようと、会場は町内外から 500 人を超える来
場者で賑わっていました。

　6 月３日、椹平の棚田で、空気まつり協賛事業「ヒメサユリま
つり」と椹平棚田保全会（志藤勝幸会長）の美化活動が行われ
ました。12 回目となる今年も、区民と町内外の協力者（保全会員）
約 35 人が一本松公園と第２展望台の草刈りを実施。その後の昼
食会には、一般の方も含め約100 人が参加しました。
　当日は棚田ママの会の皆さんが調理した棚田米のおにぎりに笹
巻き、地元産の山菜汁や手作りの漬け物などがふるまわれ、美し
い景観とともに参加者を楽しませていました。

５
14

５
21

５
28

６
３

５
16

町の古民家で昔話と四季の庭を楽しむ

両者譲らぬ試合展開に町民サポーターも興奮

町内外から若者が集まるカーミーティング

棚田の景観を守る美化活動と手づくりの昼食会

古民家カフェ「すんたく」オープン

モンテディオ山形朝日町民応援デー

サマーオブザフック 2017

ヒメサユリまつり
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【第２回】
日　時：平成 29 年４月 24 日（月）　午後７時～９時 10 分
場　所：開発センター２階 ホール
参加者：一般町民 40 名、町職員 40 名　計 80 名

10年後の朝日町って、
どだなだ？

10年後の朝日町って、
どだなだ？

　町では、平成30年度から39年度までの10年間のま
ちづくりの指標となる「第６次町総合発展計画」策定に
向け、「町民ワークショップ」を開催しています。
　第２回のワークテーマは「10年後の朝日町」について。
当日はまず、まちづくり総合アドバイザーである佐藤恒平
氏による第１回のふりかえりの後、町民ワークショップア
ドバイザーである東北芸術工科大学准教授の醍醐孝典氏
から「ビジョンを考えるうえで大切なこと」について説明
がありました。

　ワークでは、５～６人ずつ15班のグループ毎に、自己
紹介とハイタッチゲームで緊張をほぐした後、「10年後の
朝日町が○○なまちになっているといいなあ」という願い
を、１人１人ができるだけ具体的にカードに書き込んでい
きました。
　お互いの想いを発表、交換し合い、それぞれに共通す
るキーワードを選び出してから、理想の町の「キャッチフ
レーズ」としてまとめました。最後に、代表して５つの班
から発表してもらいました。

ＰＬＡＹＢＡＣＫ ワークショップ　～ 当日は、こんなことをやりました ～

みんなポエマー

はい、ここ
大切ですよ～ 「よろしぐっ！」のハイタッチ

みなさん、
思い出して～

みんなで 朝日町の「将来のビジョン」を考えよう！

▶次回予告：次号は、第３回【５月 23 日：チーム（テーマ）ごとの大切なコンセプトを考えよう】の様子をレポートします。

◆ワークを終えて…【講評】◆参加者の声（アンケートより一部抜粋）

醍醐 孝典 氏

岡崎 エミ 氏

▶このカードに、皆さんの「願い」を書いてもらいました。そこ
　で出たキーワードと、キャッチフレーズの一部を紹介します

新しいモノ、コトへのチャレンジ精神／お互い認め合える／みんなが町のこと
を考える／忙しいけど充実してる／朝日町で生まれたことを誇れる／日本一の
りんごがある／良いブドウをつくる／おもしろい店がある／めんごいじいちゃ
ん、ばあちゃんがいる／子どもとお年寄りが仲良く交流　など

現状でちょうどいい／ありのままの町を認める／今の暮らしを楽しく／老
いても楽しく／役割、仕事があって楽しく生活／高齢者が元気／景観、風
景が維持できている／農作業の風景／集落づくりが維持できる／きれいな
自然が続く／今あるものを大事にする／物でなく心の充足　など

健康で長生き／元気に活力ある笑顔な町／共助・自助／子どもも老人も町
の宝／老いても楽しく／男性の高齢者が集える場所／趣味、地域活動／ゆ
とりと安心／若い人に希望を与える／安心安全／健康寿命を延ばす／福
祉が充実／買い物、通院しやすく／交通の便の改善／教育に関わる費用の
減／自信をもっていい町だと思えるまち　など

人と人とのつながり／仕事以外のつながり／町民は何かのプロフェッショ
ナル／困りごとの解決／地域の支え合い／除雪の助け合い／子育て世代が
過ごしやすい／若い人が意見が言える／助け合える近所づきあい／みんな
の居場所がある／お互いを尊敬できる／いろんな年代の交流　など

ありのままでいいの～♪

みんなでチャレンジ
笑顔でめんごいまち

LOVE ループ
～愛のサイクル～

▶いろんな人の「10 年後の朝日町」が聞けて良かった

▶ワークショップがただの意見交換でなく、出た
意見が実現することを期待しています

▶２回目で共感できるキーワードが出てきて、目
標となる姿が少しずつ見えてきたのかなーと思
いました

▶何とでも、どうとでも取れるありふれた言葉で
はなく、自分たちの言葉でセンス良くキャッチコ
ピーを作っていて、すごいなーと思いました

町民ワークショップアドバイザー（東北芸術工科大学 コミュニティデザイン学科准教授）

町民ワークショップアドバイザー（東北芸術工科大学 コミュニティデザイン学科准教授）

　朝日町はお互い支え合うことが当たり前で、
誰もが何かのプロフェッショナル。仕事以外で
もつながり、知り合いになれば解決できるとい
う公助・共助の中で何とかしようという思いが
あることは、大変すばらしいと思いました。

　これから生まれてくる子どもたちや、ここに来
ていない人たちの視点で発表してくれた班もあ
り、皆さんが心に抱いている公共心も見て取れて、
とても勇気づけられるワークショップでした。

いつまでも、元気で笑って
 やさしく 一生現役
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「
姥
捨
て
山
繁
盛
記
」太

田
　
俊
明
　
著

　
中
断
し
た
ダ
ム
建
設
計
画
の
補
償
金

で
「
シ
ニ
ア
の
郷
」
計
画
が
進
む
山
梨

県
北
部
の
過
疎
の
村
。
初
期
の
認
知
症

で
早
期
退
職
し
た
59
歳
の
男
が
「
郷
」

に
移
り
住
ん
だ
。
男
が
水
没
予
定
地
を

訪
ね
て
み
る
と
、
理
想
郷
の
よ
う
な
風

景
が
広
が
っ
て
い
て
…
。
第
８
回
日
経

小
説
大
賞
受
賞
作
。

「
大
人
の
里
山
さ
ん
ぽ
図
鑑
」

お
く
や
ま
　
ひ
さ
し
　
著

　
フ
キ
ノ
ト
ウ
に
は
オ
ス
と
メ
ス
が
あ

る
!? 

ご
当
地
タ
ン
ポ
ポ
っ
て
な
に
？ 

ト
ン
ボ
は
高
い
所
が
好
き
？

　
里
山
で
見
ら
れ
る
植
物
・
生
き
物
を
、

季
節
ご
と
に
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
で
楽
し

く
解
説
す
る
。

【
そ
の
他
の
新
刊
】

▼
暗
手
／
馳
星
周　
▼
ラ
イ
オ
ン
・
ブ

ル
ー
／
呉
勝
浩　
▼
み
み
ず
く
は
黄
昏

に
飛
び
た
つ
／
村
上
春
樹　
▼
最
愛
の

子
ど
も
／
松
浦
理
英
子　
▼
あ
る
日
う
っ

か
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
／
杉
江
松
恋　
▼
国
会
を

考
え
る
／
大
石
眞　
▼
ち
ょ
っ
と
今
か
ら

仕
事
や
め
て
く
る
／
北
川
恵
海　
▼
こ

の
嘘
が
ば
れ
な
い
う
ち
に
／
川
口
俊
和

▼
学
校
へ
行
け
な
か
っ
た
私
が
「
あ
の
花
」

「
こ
こ
さ
け
」
を
書
く
ま
で
／
岡
田
麿
里

▼
無
農
薬
で
か
ん
た
ん
野
菜
づ
く
り
／
Ｎ

Ｈ
Ｋ
出
版　
▼
野
菜
づ
く
り
に
失
敗
し

な
い
た
め
の
知
恵
と
コ
ツ
／
主
婦
の
友
社

▼
図
解
だ
か
ら
わ
か
り
や
す
い
野
菜
の
育

て
方
の
コ
ツ
／
主
婦
の
友
社　
▼
劇
場

／
又
吉
直
樹　
▼
僕
が
殺
し
た
人
と
僕

を
殺
し
た
人
／
東
山
彰
良　
▼
午
前
三

時
の
サ
ヨ
ナ
ラ
・
ゲ
ー
ム
／
深
水
黎
一郎

▼
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
の
お
い
し
い
厳
選
！
作

り
お
き
弁
当
／
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
㈱　
▼

１
０
０
歳
ま
で
元
気
で
い
る
た
め
の
パ

パ
ッ
と
簡
単
！
作
り
お
き
／
村
上
祥
子

▼
女
系
の
教
科
書
／
藤
田
宜
永　
ほ
か

町
立
図
書
館
新
刊
案
内

【ブックテーマコーナー】
「育てて楽しもう！ ハーブと花＆家庭菜園」

　
新
緑
が
鮮
や
か
な
季
節
と
な

り
、
過
ご
し
や
す
い
時
期
に
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、
週
２
回

30
分
程
度
の
定
期
的
な
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
か
。

　
町
の
調
査
に
よ
る
と
、
定
期
的

な
運
動
を
し
て
い
る
方
の
割
合
は

約
２
割
（
き
ら
き
ら
あ
さ
ひ
健
康

プ
ラ
ン
21
調
査
）と
い
う
結
果
で
し

た
。
健
康
維
持・増
進
の
た
め
に
は
、

運
動
習
慣
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で

す
が
、
な
か
な
か
取
り
組
め
な
い
と

い
う
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
で

提
携
を
結
ぶ
ミ
ズ
ノ
株
式
会
社
と

共
同
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
ー
ル
を

使
っ
た
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
室
内
で
も
で
き
る
「
ら

く
ら
く
ポ
ー
ル
教
室
」
を
、
前
田

沢
地
区
で
始
め
ま
し
た
。
３
カ
月
間

継
続
し
て
、
ポ
ー
ル
を
使
っ
た
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
な
ど
を
行
い
ま
す
。
椅

子
に
座
っ
て
行
う
の
で
、
高
齢
の
方

な
ど
、
長
い
距
離
を
歩
く
に
は
不
安

が
あ
る
と
い
う
方
も
体
力
に
合
わ
せ

て
参
加
で
き
ま
す
。

　
お
天
気
を
み
て
外
を
歩
く
こ
と

も
、
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
行
っ
て

い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
方
は
、「
い

つ
も
使
っ
て
い
な
い
筋
肉
を
意
識
し

て
い
い
運
動
に
な
っ
た
」「
仲
間
と

一
緒
だ
と
運
動
も
楽
し
い
」
と
話

し
、い
き
い
き
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
手
軽
な

運
動
も
、
家
族
や
仲
間
と
一
緒
に

で
き
る
と
、
よ
り
楽
し
み
な
が
ら

継
続
し
や
す
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
健
康
増
進
の
た
め
の
「
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」

も
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
健
康
福

祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
も
自
分
の
ペ
ー
ス
で
楽

し
み
な
が
ら
で
き
る
運
動
を
見
つ

け
て
、
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先

　
健
康
福
祉
課

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係

　
☎
67-

２
１
５
６

今月の担当…木村 朋恵  地域包括支援センター係長

椅子に座ったままできるストレッチの指導

定期的に体を動かし
健康度をアップしましょう

自分に合った運動を見つけよう！

　能中集落の北側、町道に接する駐車場から高台までの散策路脇に、
能中地区が保存に取り組んでいる町の花「ヒメサユリ」（５月末～６
月初めにかけ、淡いピンク色の花が咲く）の群落があります。
　高台にはシンボルである一本松や四阿（あずまや）、遊具があり、
眼下には椹平の棚田や朝日町の中心部、最上川、遠くには朝日連峰・
月山・葉山・白鷹山を眺めることができます。

一本松公園（能中）第２回

　一本松公園は明治 34（1901）年、昭和天皇のご生誕を
記念して、能中村の山林を整備したもの。村民憩いの場と
して、当時は運動会や少年相撲大会をしていたそうだよ。
　ヒメサユリは、かつては一帯に自生していたんだけど、
だんだん見られなくなってきたので、能中地区の皆さんが
平成 17 年から植栽を始め、毎年６月の始めには見頃を楽
しむ「ヒメサユリまつり」が行われているんだ。

案内人の
つぶやき

【DATA】国道 287 号線沿い四ノ沢交差点から西の町道に入り、
　　　　 八天橋・元能中を経て 2.4km、散策所要時間 約30分

【おすすめの季節】５月末～６月初旬、10 ～ 11月

「おいでませ、６総策定町民ワークショップ」
まちづくり総合アドバイザー  佐藤 恒平 ( 福島県出身 )

　
こ
ん
に
ち
は
。
ウ
サ
ヒ
の
中
の
人
、

佐
藤
で
す
。
今
年
度
は
ウ
サ
ヒ
や
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
の
運
営
と
並
ぶ
大
き
な
仕
事

と
し
て
、
町
の
総
合
発
展
計
画
を
考

え
る
町
民
参
加
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
、司
会
進
行
役
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
か
ら
６
カ
月
間
で
全
６
回
。
当

日
だ
け
の
司
会
の
お
仕
事
か
と
思
い
き

や
、
そ
の
回
ご
と
に
担
当
職
員
さ
ん
や

大
学
の
先
生
を
交
え
た
進
行
計
画
を

打
合
せ
、
ス
ラ
イ
ド
の
準
備
や
前
回
の

ふ
り
か
え
り
新
聞
の
作
成
と
、
様
々
な

仕
事
が
あ
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
実
際
の
会
議
は
２
時
間
だ
け
で
す
。

し
か
し
、
様
々
な
意
見
が
出
る
よ
う

な
工
夫
や
、
内
容
が
活
か
さ
れ
る
た

め
の
情
報
共
有
な
ど
、
下
準
備
の
大

切
さ
が
身
に
沁
み
ま
し
た
。

　
町
が
次
の
「
第
６
次
総
合
発
展
計

画
」
策
定
に
こ
こ
ま
で
力
を
入
れ
る

の
は
、
こ
の
計
画
が
向
こ
う
10
年
間

の
町
行
政
の
針
路
を
決
め
る
「
最
上

位
」
計
画
だ
か
ら
で
す
。
僕
が
町
で

行
っ
て
い
る
多
く
の
仕
事
も
、
現
行

の
第
５
次
総
合
発
展
計
画
の
内
容
に

則
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
計

画
が
あ
る
か
ら
ウ
サ
ヒ
を
使
っ
た
Ｐ
Ｒ

も
、
古
民
家
を
使
っ
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

づ
く
り
も
実
行
で
き
る
の
で
す
。
つ

ま
り
、
こ
こ
で
の
話
し
合
い
次
第
で

僕
の
未
来
の
仕
事
も
決
ま
る
わ
け
で
、

大
変
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
。

　
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
直
近
で

６
月
26
日
（
午
後
７
時
～
開
発
セ
ン

タ
ー
）
に
第
４
回
目
が
行
わ
れ
ま
す
。

町
民
で
あ
れ
ば
参
加
は
ど
な
た
で
も

自
由
で
す
。
こ
れ
を
逃
す
と
あ
と
10

年
は
最
上
位
計
画
に
携
わ
る
チ
ャ
ン

ス
は
巡
っ
て
き
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
こ
と

が
し
た
い
、町
が
こ
う
な
れ
ば
い
い
…
。

そ
の
想
い
を
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
し
て
ぜ
ひ
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
言
っ
た
ら
否
定
さ
れ

な
い
か
な
？
」
と
い
う
心
配
は
無
用
で

す
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、「
で
き
な
い
と
否
定
し
な
い
で
、

で
き
る
条
件
を
探
そ
う
」
を
大
切
な

合
言
葉
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

町地域おこし協力隊と桃色ウサヒの「中の人」こと、
佐藤恒平まちづくり総合アドバイザーによる連載コー
ナー。日々の活動や朝日町での暮らしを語ります。
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みなさんからのおたよりなどでつくるコーナーです。

町に対する意見や要望、質問、提案などをお寄せください。
無記名での投書に対しては、事実関係の確認が難しく、
回答できない場合もありますので、ご了承ください。

〒 990-1442　朝日町大字宮宿 1115 番地
　　　　　　　 朝日町役場 政策推進課 地域情報係 ☎ 67-2112
　　　　　　　メール／ inform@town.asahi.yamagata.jp

あ
さ
ひ
ま
ち
ミ
ー
ト
マ
ラ
ソ
ン

今
年
の
開
催
は
？

さ
ひ
ま
ち
ミ
ー
ト
マ
ラ
ソ
ン

に
つ
い
て
、
今
年
度
の
開
催

予
定
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
の
中
で

も
、
町
へ
の
誘
客
手
段
と
し
て
大
変

有
効
な
取
り
組
み
だ
と
感
じ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
ゴ
ー
ル
と
な
る
Ａ
ｓ

ａ
ｈ
ｉ
自
然
観
や
空
気
神
社
の
Ｐ
Ｒ

に
も
欠
か
せ
な
い
イ
ベ
ン
ト
だ
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
な
く
さ
ず
に
続
け

て
く
だ
さ
い
。

　

年
度
に
お
け
る
あ
さ
ひ
ま
ち

ミ
ー
ト
マ
ラ
ソ
ン
の
開
催
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
会
を
振

り
返
っ
た
う
え
で
内
容
等
を
見
直
し
、

10
月
21
日
（
土
）
に
開
催
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
改
善
点
と
し
ま
し
て
は
、
よ
り

多
く
の
方
か
ら
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ

け
る
よ
う
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
部
門
を

新
設
し
ま
す
。
そ
の
他
Ａｓ
ａ
ｈ
ｉ
自

然
観
を
発
着
点
と
し
、
当
大
会
な
ら
で

は
の
特
徴
あ
る
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム（
山
登
り
）

あ

コ
ー
ス
に
加
え
、ダ
ウ
ン
ヒ
ル
（
山
下
り
）

コ
ー
ス
を
交
え
た
内
容
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
大
会
概
要
や
参
加
申
し
込

み
方
法
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

広
報
お
知
ら
せ
板
７
月
１
日
号
で
ご

案
内
す
る
予
定
で
す
。

　
開
催
に
つ
い
て
町
民
の
皆
さ
ま
へ
の

周
知
が
遅
く
な
り
、
大
変
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
よ
り
多
く
の
方
々
か
ら
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
魅
力
あ
る

マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
な
る
よ
う
一
層
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
政
策
推
進
課 

ブ
ラ
ン
ド
推
進
係
】

今

▲前回大会の様子

　
水
彩
で
描
い
た
季
節
の
草
花
や
風
景
、
生
き
物
な

ど
の
絵
に
「
自
分
を
励
ま
す
」
言
葉
を
添
え
た
絵
手

紙
を
描
き
続
け
て
15
年
に
な
る
と
い
う
阿
部
良
子
さ

ん
（
元
町
）。
こ
の
た
び
自
身
の
米
寿
祝
い
を
兼
ね
て

作
品
集
を
ま
と
め
ま
し
た
。
今
回
の
作
品
集
は
、
平

成
19
年
に
喜
寿
記
念
と
し
て
出
版
し
た
第
１
集
、
そ

の
５
年
後
に
ま
と
め
た
第
２
集
に
続
く
３
集
目
。
約

90
頁
に
２
４
１
枚
の
絵
手
紙
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
家
に
独
り
に
な
っ
て
か
ら
始
め
た
絵
手
紙
は
私

の
生
き
が
い
に
な
り
ま
し
た
。
感
動
し
た
も
の
を
メ

モ
に
書
き
留
め
て
作
品
を
つ
く
り
、
ま
た
、
そ
れ
を

見
た
方
か
ら
あ
た
た
か
い
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
で

日
々
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
語
る
阿

部
さ
ん
。
今
回
は
合
わ
せ
て
初
の
句
集
「
と
も
し
び
」

も
出
版
。
こ
ち
ら
は
12
年
ほ
ど
続
け
て
い
る
川
柳
を

ま
と
め
た
約
１
３
０
頁
の
作
品
集
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
紹
介
し
た
２
冊
は
町
立
図
書
館
で
読
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「自分を励ます絵手紙」第３集と「句集 ともしび」を出版
阿部良

よし

子
こ

さん（元町）

出版した２冊を手に、笑顔の阿部さん

５月１日～５月３１日届出

●平成２９年　５月３１日 現在

（※外国人を含む）

　人　口 ７，１５４ 人 (－ 15)
　　　男 ３，５３５ 人 (－ 10)

　　女 ３，６１９ 人 (－  ５)
　世帯数 ２，４６９ 世帯 (　  ０)

※（　）内は先月比

人口と世帯数Population

------ ５月中の異動 ------
出生
死亡

１人
10人

転入
転出

10人
16人

哲也・美幸

保護者名性別区　名 出生児氏名

すこやかにBirths

大谷二 白　田　新
にい

　奈
な

女

栗木沢
八ツ沼
本　 町
西　 町
大谷二
新　 宿
前田沢

遠　藤　勝　雄
佐　竹　千代雄
多　田　和　子
笹　原　文　義
白　田　和　夫
今　井　と　　
鈴　木　小夜子

勝
美千善
清　一
本　人
久　雄
義　人
光　幸

区　名 死亡者氏名 世帯主名

やすらかにObituaries

６月 18 日（日）
24 日（土）
26 日（月）

７月２日（日）
４日（火）

15 日（土）
16 日（日）

朝日連峰夏山びらき
町長杯争奪剣道錬成大会（小学生の部）
６総策定町民ワークショップ④

きれいな川で住みよいふるさと運動
町小学校水泳記録会
町民プールオープン
大沼浮島 島まつり

町の主な行事・イベント
（６月16日～７月16日）

昨年の様子：朝日連峰夏山びらき（左）、大沼浮島 島まつり（右）

（292）

空気神社に「参拝の仕方」の看板
　この度、空気神社のステンレス板前に「参拝の仕方」
の看板が立ったほか、神社周辺と参道に休憩用ベンチが
２基ずつ、合計４基設置されました。
　町で設置し、経費の一部に「空気」が縁で交流を深め
ている「ダイキン工業株式会社（大阪府）」からの寄付を
充てています。この機会にぜひ足を運んでみてください。



　6月３日、西五百川小学校で伝統のすもう大会が開催
され、児童たちが熱戦を繰り広げました。
　町ですもう大会が開催されているのは西五百川小学校の
み。毎年地元PTAの皆さんと先生方が指導にあたり、児
童たちは毎日のように練習を繰り返して本番に挑みます。
　競技は1・2年生、3・4年生、5・6年生の各部門で
行われる「一本勝負」と「3人勝ち抜き戦」。全児童が
東軍西軍に分かれ、勝ち星の数で点数を競います。

　特に校庭備え付けの本土俵で行われる高学年の迫力あ
る取組みは大いに盛り上がり、相手に負けまいと歯を食
いしばる様子に応援にも力が入ります。取組みの大一番
は５・６年男子幕下、三役同士の一本勝負。両陣営譲ら
ぬ白熱の取組みを繰り広げ、今年激戦を制したのは西軍
となりました。
　優勝旗を手にした横綱が勝ちどきをあげると、児童たち
はお互いの健闘をたたえあい、喜びの声をあげていました。

広
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山
菜
料
理
が
食
卓
に
並
ぶ
と
「
あ
あ
、
春

だ
な
あ
」
と
実
感
し
ま
す
。
今
号
の
特
集
は
、

丸
ご
と
私
事
の
よ
う
な
記
事
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
山
菜
も
笹
巻
き
も
食
べ
る
の
は

大
好
き
で
す
が
、料
理
す
る
の
は
初
め
て
。「
こ

う
やって
作
る
ん
だ
」と
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、

お
い
し
く
で
き
た
喜
び
と
と
も
に
い
た
だ
き

ま
し
た
。
改
め
て
、
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さっ

た
松
田
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
編
集
す
る
に
あ
た
っ
て
、
工
程
ご
と
に
多

め
の
写
真
を
使
っ
た
つ
も
り
で
す
が
、
調
味

料
の
分
量
の
目
安
や
、
特
に
笹
巻
き
の
作
り

方
は
、
こ
れ
を
見
た
だ
け
で
実
践
す
る
の
は

難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
役
に
立
た
な
い
」
と
お
叱
り
の
声
が
聞
こ

え
て
き
そ
う
で
す
が
、
そ
ん
な
時
に
は
、
周

り
を
見
回
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。お
ば
あ
ち
ゃ

ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ご
近
所
の
料
理
上
手

さ
ん
―
―
。
こ
の
記
事
よ
り
も
ず
っ
と
詳
し

い
方
が
、
朝
日
町
に
は
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
ま
た
「
何
度
も
作
っ
て
、
失
敗
し

な
が
ら
覚
え
ん
な
だ
」
と
は
松
田
さ
ん
の
言

葉
。
ご
家
庭
ご
と
の
「
お
ふ
く
ろ
の
味
」
に
、

ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　
村
山　
彩

春を告げる献立
あたたかい郷土料理

春夏秋冬

西五百川小すもう大会白熱！


